
（別紙３）

～ 令和６年　１２月　３１日

（対象者数） 4名 （回答者数） ２名

～ 令和７年　１月　３０日

（対象者数） ４名 （回答者数） ４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・引き続きミーティングをこまめに行い、
気軽にお互いの意見を伝えられる環境作りを
行っていく。

2

・自宅では中々出来ないことも事業所で
実現できるようにしていく。
・スタッフ一人一人が子供たちとしっかり
信頼関係を築いていく。

3

・今後も様々な体験、経験が出来るよう、
職員で話し合いながら活動内容設定を行ってい
く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後保護者会などのイベントを
企画していく予定です。

2

・近場に別の借りている駐車場がある為、
そちらに案内する。

3

・落ち着いて過ごせる場所の確保が必要。

職員同士で定期的に情報共有を行っている。
スタッフ間で風通しの良い関係である。

・こまめに日々の様子などを共有し、
支援に活かしている。

○事業所名 チャイルドウィッシュきくち２

○保護者評価実施期間 令和６年　１２月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和７年　１月　７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　１月　３０日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

こどもの「やってみたい」という好奇心や挑戦する
思いに寄り添った支援を行っている。

・ペーパークラフトやお絵描き、工作、運動等
その時興味のある事を思いっきり出来る環境作りを
行っている。
・イベントや、日々の活動の中で子供から
やってみたいの声を出来る限り実現している。

小さいうちから様々な経験が積んでもらえるように
クッキングや、外出体験、お買い物練習、はさみの
使い方など色々な体験が出来るよう活動設定を行っ
ている。

・年齢に合わせて工程や作業内容を検討している。
・危険がないよう、事前の打ち合わせをしっかり
行っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者会など交流できる場を設けられていない。 ・一年に一回程度のお祭りなどで参加型イベントを
開催しているが、保護者会等の交流が出来る
イベントの企画が出来ていない。

事業所前の駐車場が止めずらい。 ・見学や、面談、送迎時に駐車場が止めにくいと
保護者の方からお話に上がることが多い。
・大通りに面しているため、駐車がしづらい。

個室はあるが、静かになれる、落ち着ける環境がな
い。

・壁で分けられている個室はあるが
音は全部聞こえてしまうので、落ち着ける、
静かに過ごせるスペースの確保が出来ていない。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


